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患者さんの視点に立ち、良質で高度な医療を
提供します。

独立行政法人 国立病院機構独立行政法人 国立病院機構
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患者さんの権利と意思を尊重します。安全で
優しいチーム医療を提供します。倫理を重ん
じ高度で先進的な医療を提供します。
地域医療連携の促進を図ります。
骨・運動器疾患の臨床研究を推進します。
職員は研鑽に励み、健全な経営に努めます。
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2025年4月から副人工関節センター長を拝命しまし
た中村賢（なかむらさとし）と申します。

2014年から2年弱ほど当院で人工関節手術に従事し、
医学博士取得のため大学院や大学病院勤務を経て、
2023年から再び当院での下肢関節の治療を担当して
おります。
村山医療センターは脊椎領域の手術で知られている

と思いますが、その傍ら人工関節の治療も積極的に
行っており、8年前と比較して人工股関節置換術は
102件から202件へ、人工膝関節置換術は80件から
159件へと倍増しております。
かつて人工股関節置換術は当時主流であった後方侵

入法で行っておりましたが、近年はより術後回復が早
く脱臼が少ない前側方侵入法を用いており、ナビゲー
ションシステムなど先進技術も取り入れるなど、より
安全で長く使える人工関節手術を目指しております。
また、人工関節には適さない壮年期の患者さんに対

しては関節鏡や骨切り術などの関節温存手術や、その
前段階に相当する再生医療（ＡＰＳ療法）にも取り組
んでおります。
地域の皆様のお力になれますよう、一層の努力を重

ねてまいります。下肢関節の痛みでお困りの方は、ぜ
ひ一度ご相談いただけますと幸いです。

この度、4月1日付で事務部長を拝命しました坂本
秀宣（さかもとひでのぶ）と申します。よろしくお願
いします。
前任地は長野県上田市にあります信州上田医療セン

ターから参りました。真田氏で有名な地域であり、大
河ドラマなどでご存じの方もいらっしゃるかと思いま
す。
当院には、20年ほど前に家族と住んでおりました。

当時の宿舎も残っており、事務所の窓から周りを眺め
ながら懐かしさを感じています。一方で、私が住んで
いた頃には、まだ古い病棟がありましたので、新病棟
を見ますと「ずいぶん新しくきれいになったなあ」と
も感じております。今後は、病棟以外の外来治療棟等
の古い建物についても、建替整備を進めていけるよう
計画を進めて参りたいと思っています。
さて、村山医療センターは、整形外科、リハビリ領

域を主な診療とし、骨・運動器疾患及び脊髄損傷に関
する高度な医療を提供しております。このような機能
を生かしながら、患者様の診療がさらに充実できるよ
う、微力ではありますが尽力して参りたいと思ってお
ります。
地域の医療機関の皆様におかれましては、
引き続きご支援のほどよろしくお願い申し上げます。

就任のご挨拶
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整形外科医師
榮本 忠隆（えいもと ただたか）

2025年4月より整形外科に赴任致しました榮本忠隆（えいもと
ただたか）と申します。
これまで慶應義塾大学病院、江戸川病院で勤務しておりました。

日本でも有数の伝統ある村山医療センターで働けることを心より
嬉しく思っております。また、桃やマスカットで有名な岡山県出
身であり、自然豊かな環境が武蔵村山市と似ており懐かしさを感
じております。
患者様の立場に立ち、少しでも良い医療を届けられるよう日々

誠意をもって診療を行ってまいります。至らぬ点もあるとは存じ
ますが、ご指導ご鞭撻の程、何卒宜しくお願いします。

リハビリテーション科医長
大嶋 理（おおしま おさむ）

2025年4月よりリハビリテーション科に着任いたしました大嶋
理（おおしまおさむ）と申します。
村山医療センターでは後期研修医の立場で2年間研修させて頂き

ました（2019-2020）が、このたび他院や大学病院での勤務を経
て、指導医として戻って参りました。
医師として自分を成長させてくれた村山医療センター及び地域

の皆様方に、恩返しができるよう日常の診療や若手医師の教育に
励んでまいりたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

リハビリテーション科医師
阿部 夢叶（あべ むきょう）

2025年4月よりリハビリテーション科に赴任しました阿部夢叶
（あべむきょう）と申します。
これまで急性期病院においてリハビリテーション医療に携わっ

てまいりました。
患者様一人ひとりの病状や社会的背景を考慮し最適なリハビリ

を提供できるよう努めてまいります。また、多職種と協力しなが
ら、住み慣れた地域で安心して生活できるよう支援していきたい
と考えております。
リハビリテーションを通じて、患者様の「その人らしい生活」

の実現を目指し誠意をもって診療に取り組んでまいります。
皆様のお役に立てるよう尽力して参る所存ですので、何卒よろ

しくお願い申し上げます。

新任医師の紹介
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2025年11月8日に東京大手町で第31回
日本最小侵襲整形外科学会を開催させて
いただくことになりました。伝統的な本
学会を主催させていただくことに感謝を
するとともに責任の重大さをひしひしと
感じております。

さて本学会が始まった頃にはまだ最小侵
襲をめざすといった概念そのものが少な
く、多くの医療従事者にこの概念を定着
させたことが本学会の最大の功績である
と考えております。

内視鏡手術、経皮的スクリュー、筋肉を
温存した椎弓形成、LIF、ナビゲーショ
ン手術等様々な術式が本学会で紹介され、
今では常識となっている術式も数多くあ
ります。

では31回を迎え本学会のこれからの課題とはどのようなものになるのでしょうか。
医療従事者のほぼすべては患者さんのためになる医療を心がけ、常に侵襲を少なく
しようと努力しています。これからもそれぞれの工夫、試みをお互い共有し、より
よい医療を目指していくべきと考えております。

そこで本学会のテーマは“Plus Ultra（プルスウルトラ）”としました。プルス
ウルトラとは「もっと先へ」「遥かかなたへ」を意味し、スペイン国王カルロス1
世のモットーが語源とされています。「限界を超えて進め」という意思を伝える言
葉として様々なシーンで用いられてきました。

医師の技術力を向上させ、より低侵襲で安全な術式は本学会から発信されてきまし
た。

その中には医療従事者の負担を減らすことも含まれます。
働き方改革も定着した今日、医療従事者の負担を軽減させなければ、より多くの患
者さんに安全な医療を提供することは不可能になります。
医療は常に進歩しており、限界はありません。まだまだ我々には考えるべきこと、
検討すべきことがたくさんあるはずです。単なる過去の延長では未来はありません。

第31回のテーマは・・・

第31回日本最小侵襲整形外科
学会開催について
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治療困難と言われている脊髄損傷治療において、新たなステージへの第１歩を踏み
出したと言えます。この研究成果は患者様やその家族、医療従事者にとって「一縷
の望み」となる治療です。

また、脊髄損傷になってから時間がたった慢性期の患者を対象にした治験を行うほ
か、リハビリとどう組み合わせれば効果的な治療となるか、検討していきます。

今後の研究は、治療の実用化に向けた治験を実施するとともに、治療の内容を改
良したり対象となる患者を広げたりして、効果の高い治療法の開発に取り組むこと
を目指しています。

今回の臨床研究では患者1人に投与する細胞の数を動物実験で安全性が確認された
200万個としましたが、今後はさらに細胞の数を増やすことも検討しています。

【研究グループ】
向かって左から
〇NHO村山医療センター
谷戸院長

〇慶應義塾大学医学部
中村教授

〇慶應義塾大学医学部
岡野教授

〇NHO大阪医療センター
金村臨床研究センター長

【日本再生医療学会記者発表】

2025年3月21日、第24回日本再生
医療学会総会で慶應義塾大学と村
山医療センターのiPS細胞を用い
た脊髄損傷治療の臨床研究に
おいて、予定されていた全４症例
の安全性が確認され、治療に有効
性をもつ可能性が示唆されたこと
を発表しました。そのうち２症例
については、運動機能の改善が見
られ、iPS細胞を用いた脊髄損傷の
治療で症状の改善が見られたのは
世界初のケースです。

亜急性期脊髄損傷に対するiPS細胞由来
神経前駆細胞を用いた再生医療について

もっと知りたい
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もっと知りたい

高次脳機能障害に係る研修会を
開催しました

令和７年３月１０日（月）にて高次脳機能障害
に係る研修会をWeb会議で開催しました。

講師として当院リハビリテーション科医師の山
﨑俊規先生が、医学的な観点から日常生活にお
ける高次脳機能障害について、実際の具体例を
あげながら分かりやすくお話ししていただきま
した。

また、山﨑先生が実際に経験した症例についてもいくつかご紹介いただき、患者さ
ん個人のニーズに合わせたアプローチ方法を考え社会復帰に向けて、病院内で他の
メディカルスタッフと連携しながら、退院後の地域の医療と介護施設などとの連携
が重要であることをお話ししていただきました。

今回の研修会は、北多摩西部医療圏の看護師、リハビリスタッフ、ケアマネジャー
等の医療従事者を対象とし、多くの医療従事者の方々に参加していただきました。
山﨑先生のお話を真剣に聞いている姿が印象的で、有意義な研修会となりました。

高次脳機能障害の症状は患者さんによって様々ですが、医療従事者が介入し高次脳
機能障害について正しく理解してサポートすることで、患者さん個人にあった社会
生活を送ることができます。当院も一丸となってサポートできるよう全力で努めて
まいりたいと思います。
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Information 
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新しい仲間たちが加わり、⼼機⼀転新しい仲間たちが加わり、⼼機⼀転
新年度がスタートしました！新年度がスタートしました！

式や研もわり、各署にスタッフが配属されてい
ます。先はスタッフのフレッシュなに、⽇々元気をもら
っていますさて、療センターインスタグラムも動か
ら2年⽬をえ、フォロワーが600を破しましたしでも
くのに⾒ていただけるようっていきますので、
フォロー、いいね、お待ちしています

今号の記事：今号の記事：

年度がまりました年度がまりました

QRコードはこちらから
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外 来 診 療 担 当 医 師

診療について 診 　 療 　 日
診療受付時間

月曜日～金曜日（祝日及び年末年始は除く）
初診の方　午前8時30分～午前11時00分
再診の方　午前8時30分～午前12時00分

※急患は（整形外科）随時受付けております。
　専門外来については医事窓口にてお問合せ下さい。
　毎月初めに保険証の提示をお願いします。変更のあった場合はお知らせ下さい。

独立行政法人国立病院機構 村山医療センター
〒208-0011　東京都武蔵村山市学園2-37-1

TEL  042-561-1221（代）　FAX 042-564-2210
URL : http://www.murayama-hosp.jp/

令和7年4月1日現在■ 一　般　外　来

■ 専　門　外　来

初診：8時30分～ 11時まで
再診：8時30分～ 12時まで

診療科等 月 火 水 木 金 備　考

月 火 水 木 金 備　考

内科／リウマチ科 岡 田

飯 野

片 寄 片 寄

大 石 飯 野 大 石大 石

吉 原

外　　科

脊椎

関節

肩

一般

初診

歯　　科

診療科等

側　弯

内科リウマチ

脊椎脊髄センター

骨粗鬆症・筋老化

装具外来
（リハビリ科）

再

　診整形
外科

リハビリテーション科

谷 戸

小 林
北 川

松 川
柴 田

許 斐
加 藤
矢 内

森 重 高 島

交替制

笹 﨑
中 村

堤 植 村 松 田 山 﨑 下 村

吉 武 吉 武 吉 武

片 寄
（13：00～）

藤 吉
（9：00～9:30）

加 藤
（9：00～9:30）

柴 田
（13：30～）

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

股・膝関節・下肢

脊髄損傷
側　　弯
脊椎・脊髄

（頚椎・胸椎・腰椎）

リハビリ科医師
(13:00～）

（全て予約のみ）

※受付時間 ( )

吉 武
(第2・4週)

吉 田
(第2.4.5週 13:30～)

吉 武
(第1・3・5週)

許 斐(第1週午後)
古 川(15:30 ～ )

藤吉・小林（隔週）
(9:00 ～ 9:30)

脊椎刺激装置外来 小 林
(第1・3週 午後)

矢 内
(第1・3週　午前)

加藤（貴）
(第2・4週　午前)

矢 内（15：00 ～）
許 斐（16：00 ～）

竹 光
（第1・2・3・5週　13-15時）

竹 光
藤 吉
古 川

橋 本
鈴 木

榮 本 芝

※循環器科、皮膚科、精神科については、一般外来を行っておりません。        

※第3週より金曜日
　となります

交替制医師


